
CTI CTBN ビジネスマッチングワークショップ

日程:2013年 ９月２日（月）

会場: 全国町村会館

東京都千代田区永田町1-11-35 (http://www.zck.or.jp/kaikan/)

TEL：03-3581-0471  FAX：03-3581-0220
	時間
	活動

	8:30 – 9:00
	受付

	歓迎の挨拶

	9:00 – 9:10
	· 経済産業省 産業技術環境局 地球環境連携・技術室 室長 八山幸司氏
· CTI 執行委員会 議長 Mr. Elmer Holt

	セッション 1:  導入‐ワークショップの構成と目的

	9:10 – 9:30
	· 国連アジア太平洋経済社会委員会(ESCAP)/アジア・太平洋技術移転センター(APCTT)
代表 Mr. Michael Williamson

· ICETT CTI事務局長 黒田大樹氏

	セッション 2:  代表的な国における技術移転のための政策支援メカニズム
APCTT-ESCAP 技術モニタリング・評価担当 Dr. Satyabrata Sahu



	9:30 – 10:10


	先進国からの技術移転を促進させるため、技術の受け入れ側となる途上国で活用できる政策支援メカニズムについて理解を深めます。途上国における主要な政策、支援機関、支援メカニズム等について情報提供を行います。

	10:10 – 10:20
	休憩

	セッション 3:  日本の中小企業における技術移転 – 課題と可能性

東京大学政策ビジョン研究センター（PARI） 教授 渡部俊也氏

	10:20 – 11:05
	日本の中小企業がアジア太平洋地域の途上国へ技術移転を行うにあたり直面する課題、また海外とのビジネスパートナーシップを構築するための可能性について紹介します。

	セッション 4:  効率的な技術提案

APCTT-ESCAP 技術移転サービスグループ Dr. Krishnan S.Raghavan

	11:05 – 11:40
	潜在的なバイヤーの関心を集め、技術移転のための交渉スタートへとつなげ、更には、ウィンウィンのビジネス関係を結ぶために、いかに技術情報をバイヤーに提示すべきかについて、実践的なトレーニングを行います。

	11:40 – 12:40
	昼食

	セッション 5:  アジア太平洋地域における技術移転ならびにビジネスパートナーシップ促進のための情報通信プラットフォーム

APCTT-ESCAP 技術移転サービスグループ担当 Dr. Krishnan S.Raghavan

	12:40 – 13:15
	中小企業の技術移転促進を図るためのツールとなる、全世界で利用可能な情報通信プラットフォームについて、活用する際の要件、情報発信能力やターゲットユーザーなどさまざまな観点から概要を紹介します。

	セッション 6:  APCTTのオンライン技術移転メカニズム: Technology4SME website 及び APTITUDE Search Engine APCTT-ESCAP 技術移転サービスグループ 担当 Dr. Krishnan S.Raghavan


	13:15 – 14:15
	海外への技術移転とビジネスパートナーシップを促進するため、APCTTによって開発された無料オンラインプラットフォームの効率的な活用方法について実践トレーニングを行います。

	セッション 7:  Tech Monitor.Net – 技術インテリジェンス増強のためのAPCTTオンライン プラットフォーム　

APCTT-ESCAP 技術モニタリング・評価担当 Dr. Satyabrata Sahu 

	

	14:15 – 14:45

	中小企業による技術移転の手助けとなるAPCTTのオンライン技術公開プラットフォームについて紹介します。自社の有する技術情報を、同無料プラットフォームを通していかに広報普及させることができるかについて学びます。

	セッション 8:  技術評価と価格設定 – ケーススタディ

　　　　　　　APCTT-ESCAP 技術移転サービスグループ Dr. Krishnan S.Raghavan

	14:45 – 15:15
	価格に敏感な途上国市場の潜在的なバイヤーに自社の技術情報を提示する際、根拠ある価格設定ならびに合理的な技術評価を行うことの重要性について学びます。

	セッション 9:  知的財産権

　　　　　　　APCTT-ESCAP 技術モニタリング・評価担当 Dr. Satyabrata Sahu

	15:15 – 15:45

	代表的な国における知的財産権保護に関する既存のメカニズムなど、技術移転における知的財産権の重要性について学びます。

	15:45-15:55
	休憩

	セッション 10:  社会経済発展の視点からの技術移転: ネパールのケーススタディ

　　　　　　　APCTT-ESCAP 代表 Mr. Michael Williamson

	15:55 – 16:25

	途上国および後発開発途上国における経済発展支援の側面から、非営利的な技術移転について視点を変えて学びます。ケーススタディでは、ネパールにおいて地域社会の経済発展に影響を与えた技術移転の実例を紹介します。

	セッション 11:  技術ニーズ情報の紹介

	16:25 – 17:05
	選定された途上国及び新興国代表による技術ニーズ情報についてのプレゼンテーション 

· 発表（30 分）
· Q & A / 意見交換（10 分）
気候変動防止技術ニーズを有するモンゴル及びインドの企業及び自治体が、自国の技術ニーズの背景、技術ニーズ詳細情報や、シーズ企業がニーズ側に技術提案をする際に押さえるべき技術情報などについて発表を行います。 

ケース 1:モンゴルへのバイオマスエネルギー活用技術の導入

	17:05 – 17:45
	ケース 2:インドにおける気候変動防止技術-そのニ-ズと背景－

	セッション 12:  シーズ企業公募案内

国際環境技術移転センター（ICETT）事業管理員 松岡靖子

	17:45 – 17:55
	セッション11で発表のあったモンゴル及びインドの技術ニーズに対応する技術シーズを有する企業の公募について概要及びスケジュールの説明を行います。

	閉会の挨拶
	

	17:55 – 18:00
	· 公益財団法人国際環境技術移転センター(ICETT) 専務理事 南 清氏

	
	ワークショップ終了

	情報交換セッション

	18:10 – 21:00
	技術シーズを有する中小企業と途上国及び新興国で技術ニーズを有する企業との個別面談



